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アメリカでの経験と共同研究について 

 

2014 年 9 月～2015 年 8 月まで、米国 University of California, San Francisco (UCSF)にて在外

研究の機会を得た。本抄読会では今回の留学の経緯、留学先であるサンフランシスコの様

子、周辺の大学を含めた米国の教育研究環境などについて、発表者が感じたことをざっく

ばらんに述べ、経験を共有したい。後半は、Collaborator である UCSF の生物統計家 Jing Cheng

先生との共同研究の内容についてお話しする。Cheng 先生は方法論としては因果推論分野の

研究者であり、同時に歯学領域の研究グループに所属する統計家であるため、歯学領域の

臨床試験が共同研究のモチベーションとなった。 

研究対象である The Caries Management by Risk Assessment (CAMBRA)試験は、1 本から 7

本の虫歯をもつ成人を対象としたランダム化比較試験で、目的は抗菌処置とフッ化物処置

の複合的な介入が虫歯発生の予防に役立つかどうかを評価することである。2 年間の追跡後、

介入群の新規虫歯発生数の平均は対照群と比較して有意に少なく(介入群: 3.6 本、対照群: 

4.5 本)、複合的な介入が有効であると結論付けられている 1。さらに、Cheng らが行った先

行研究では、介入の総合効果を、注目する中間変数を介する間接効果とそれを介しない直

接効果に分解することによって、介入効果のメカニズムの検討を行っている 2。興味のある

中間変数としては、介入後 1 年時点での唾液中の細菌レベルおよびフッ化物レベル、それ

らの組合わせで計算される総合スコアが 1 つずつ検討され、間接効果としては総合スコア

が最も大きい結果であった。しかしながら、K 個の中間変数を 1 つずつ入れ替えるアプロー

チでは、K 個の間接効果の和が同時間接効果に一致しないという矛盾を引き起こす可能性が

あり、注意が必要である 3。そこで本研究では、複数の中間変数を同時に取り扱い、総合効

果をそれぞれの中間変数を通る経路効果と、それらの交互作用により説明される効果に一

意的に分解することを提案した 4。事例を通じてその解釈及び有用性について議論を行う。 
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